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先日、ホームスクーリング

をしている F さんが、小学校

に学籍を置かなかったとの理

由で、中学校への進学 ( 在籍 )

が認められないと言われる

ケースがありました。結果的

には OK となり、解決しました。

これまで 21 年あまり、小学

校の卒業が認められなかった

事例や、中学への在籍が認め

られない事例等は、チアには

届いておらず、一般的にも聞

かない初めての事例でした。

とはいえ、「中学の学籍」を

めぐって法律の誤認に基づ

く、不当な圧力をかけられる

可能性もゼロとは言えません。

そこで、そのような場合のた

めに理論武装していければと

思っています。

 
■「学籍」の背景

ホームスクーラーの場合、

小学校の入学時に学籍を残す

かどうか、教育委員会等に尋

ねられます。チアとしては、

各保護者の皆さんの選択を尊

重しつつ、学籍を残すことを

薦めてきました。アメリカの

ホームスクーラーたち（約 300

万人）は、ほとんど学籍を残

しません。政府、学校に依存

せず保護者が責任を持つ、ま

た、その介入やコントロール

を避け、自由と独立の精神で

神様に頼ってホームスクーリ

ングを進めるという理由等か

らです。

法的にも各州でホームス

クーリングの選択の権利が明

確に保障されている面もあり

ます。例えばカリフォルニア

州では、ホームスクーリング

を届け出れば、法的には私立

学校の一つとなります。我が

家も「CHEA・JAPAN　LA 校」と

して届け出ました。

 

日本でも、小中の学籍が無

くても進学や就職の際に法的

なデメリットはありません。

高校卒業資格認定試験（高認）

を取れば、どこの国公私立大

学でも受験は可能です。受験

の準備さえしっかりしておけ

ば、難関と言われる大学や学

部でもホームスクーラーたち

は合格しています（「ホーム

スクーラーの進路」https://

www.cheajapan.com/course を、

ご参照ください）。また、弁護

士、医師、教職員、建築士、

公務員試験ほか各種国家資格

ホームスクーラーの小学校卒業資格、

中学の学籍が認められないと

圧力をかけられたケースについての対応策
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試験等も合格しています。

多様性を認め、人物・実力

を求める時代に入っているこ

ともあり、面接等では、逆に

「ホームスクーリング卒」が関

心を引き、誠実さや積極性、

セルフイメージの高さ、折れ

ない心、真面目さ、心の成長

ほか、小中高の学歴よりも人

格面を基盤とした実力が高く

評価され、合格していく事例

が増えています。

しかし日本全体での認識

はこれから進んでいく面があ

り、学籍があるとメリットも

あります。地域での活動（例

えば公式の野球大会などに出

る等）などで、選手登録をす

るときに「学籍」を書く欄が

あり、必要になったりするケー

スがあります。それで日本で

は、学籍があるとまだメリッ

トがあります。学校側も、学

籍数によって予算や教員数が

変わってきますし、虐待・ネ

グレクトの有無を確認できる

等、メリットがあります。

ホームスクーラーにとっ

て、「聖書に立つ自由と独立の

精神」「キリストへの信仰」を

しっかりと確保しておけば、

学籍を残す大きなデメリット

は考えられません。それでチ

アでは、学籍は残してもいい

のでは…と、ソフトに薦めて

います。とはいえ、「依存」か

らいつしか「介入・コントロー

ル」となり、ホームスクーリ

ングのスピリットが骨抜きに

なっていくリスクはあり、気

を付ける必要はあります。

そうした中、日本でも、あ

えて学籍を残さずホームス

クーリングを選択される親御

さんの選択は、理念にかなっ

た選択でもあり、そのような

選択もチアとしては尊重し、

各保護者の皆さんに対する神

様の導きとご判断に委ねてい

ます。

■今回の経緯

F さん家族は地域のインター

ナショナルスクールに所属す

る形でホームスクーリングを

始め、それを理由に小学校の

学籍を取らず、中学では学籍

を希望されました。当初、G 市

教育委員会は中学の学籍を認

めませんでした。

 
■小学校の「卒業」について　

の規定とは

 
小 学 校 の「 卒 業 」 に 関

しては、校長の判断と規定

さ れ て い ま す。「 学 校 教 育

法施行規則」文部科学省令

に、以下の規定があります。 
 

・第 27 条〔修了・卒業の認定〕 
小学校において、各学年の課
程の修了又は卒業を認めるに
当っては、児童の平素の成績
を評価して、これを定めなけ
ればならない。

 
・ 第 28 条〔 卒 業 証 書 〕 校 長
は、小学校の全課程を修了し
たと認めた者には、卒業証書
を授与しなければならない。  
 
　この小学校に関する規定は、

同規則第 55 条によって中学校
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においても、また同規則 65 条

によって高等学校においても

用いられています。これが児

童生徒の修了や卒業に関する

法令の規定です。

こうした法令に基づき、学

校外での学習が登校扱いにな

るかどうかは、校長の判断に

なります。卒業に関しては、

小学校の出席日数等の法的な

規定はありません。

これまでの 20 年間、チアメ

ンバーで中学に進めなかった

事例はありません。また、最

近では 14 万人を超える不登校

生が報告され、1 日も登校しな

かったケースも多い中、小中

学校の卒業希望者が卒業でき

なかったとの事例も聞いてい

ません。

18 歳以上の引きこもり者数

の数は 100 万人を超えると言

われます。そのような人々が

義務教育下の卒業資格・学籍

を希望した場合、それを却下

することは、教育上、ますま

す追い込んでいくことは明白

であり、多くの校長先生も理

解しているのが現実であると

思います。

結果的に、上記の通り、卒

業を希望しながら卒業できな

い事例は報告されていない状

況です。

ただし昨夏、関東地方の F

さんというホームスクーラー

が、小学校の入学時に学籍を

置かなかったため、中学に学

籍を置くことを拒否されたと

相談がありました。

Fさんは、学籍を置かない場

合に関する覚え書きを G 市教

育委員会と交わし、そこには

「学籍を置かない場合、中学に

進学できません」という項目

がありました。

こうした覚え書きは、「教育

機会確保法」ほか憲法や教育

関連の法律の理念、そして現

代社会のニーズに逆行する古

い誤った理念や解釈によった

ものです。

従って、現在の法律に照ら

し合わせると不当であると思

います。幸い、この件は、F さ

んのお子さんが在籍予定の中

学校の校長が不当に思われ、

教育委員会と話し合い、中学

校の学籍は認められることに

変更されました。

 

今後、もしホームスクーラー

が小学校の卒業や中学校への

在籍を希望し、それを拒否す

るような学校・教育委員会側

の言動があった場合、次のよ

うな論理で伝えることが可能

です（以下は、学籍を持つホー

ムスクーラー I さん親子から

相談を受けたと仮定していま

す）。

「私は I の保護者として、 I に

小学校卒業資格を求めます （あ

るいは中学校の学籍を求めま

す）。 私の子ども I は、 多様な学

習活動の重要性に鑑みるように

定めた 『教育機会確保法』、 『教

育基本法』 そして基本的人権、

学問の自由、 親の権利等を保障

する憲法、 また、 子どもの権利

条約等の国際法、 そして私ども

が信じる聖書に基づき、 最善の

教育環境を与えようとの教育

理念で、『教育義務』 を果たし

てきました。『教育機会確保法』

の文科省省令（添付）におい



30 CHEA NEWSLETTER 180 号 

て教育支援をするように定義

した「一定の要因または背景

によって児童生徒が出席しな

い」方法を選択し、励んでき

ました。学校、教職者の皆さ

んに敬意を払いつつ、親や多

くの方々の助けの中で、遵法

精神に基づいて教育を続けて

きました。

 

全国の事例においても、登

校なくして卒業、また学籍の

維持は広く認められています。

この 20 年、全国のホームス

クーラーで卒業を希望したに

もかかわらず、校長のご判断

で小学校の卒業資格が与えら

れず、あるいは中学に進学で

きなかった報告事例は、私ど

もがメンバーとして属してい

るホームスクーリング支援団

体『チア・にっぽん』には届

いていません。また現在、年

間 14 万人と言われる、ほかの

不登校生についても同様です。

 

今回、小学校課程の卒業資

格の希望を伝えたところ、校

長のご判断で卒業資格が与え

られないとのことでした。そ

れは憲法、また多様な学習活

動の重要性に鑑みるように定

めた『教育機会確保法』『学校

教育法施行規則』等の法令、

また文科省省令等から見て、

不当です。法令に基づき、全

国の不登校生に卒業資格を与

えている今日の全国的状況も

鑑み、また教育義務、小学校

課程の完了もしておりますの

で、卒業資格をよろしくお願

いします。また、中学進学へ

の道を、全国のホームスクー

ラーたち同様に、公平にご対

応いただければ幸いです」

お書きになった回答でよろしいかと存じます。補足しますと、文科省通知（平成 28 年 6 月

17 日付 28 初企第 7 号）によれば、「1（2）不登校等により長期間学校を欠席する間に、やむ

を得ない事情により小学校未修了のまま小学校相当年齢を超過した後、通学が可能となり、

中学校等への入学を希望する場合」は、中学校入学を「認めることが適当と考えられる」と

されており、本件は、このケースにも該当するものと思います。この通知は、ホームスクーラー

にとっては、不十分な内容のものですが、教育委員会と掛け合うときには、指摘しても良い

通知であると考えます。　　　

南木武輝弁護士からのアドバイス


